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平成 27年 12月期第２四半期累計期間及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 27年２月 13日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

 

１． 平成 27年 12月期第２四半期累計期間（平成 27年１月１日～平成 27年６月 30日） 

(1)連結業績予想数値の修正 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

48,000 

百万円 

1,360 

百万円 

1,360 

百万円 

750 

円 銭 

116.93 

今回修正予想（Ｂ） 42,317 1,685 1,732 977 152.45 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △5,682 325 372 227  

増 減 率（ ％ ） △11.8％ 24.0％ 27.4％ 30.4％  

（ご参考）前期第２四半期累計期間実績  

（平成 26 年 12 月期） 
41,525 1,564 1,536 772 120.11 

 

(2)個別業績予想数値の修正 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り 

四半期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

45,900 

百万円 

1,290 

百万円 

1,310 

百万円 

720 

円 銭 

112.26 

今回修正予想（Ｂ） 40,255 1,563 1,634 917 143.12 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △5,644 273 324 197  

増 減 率（ ％ ） △12.3％ 21.2％ 24.8％ 27.5％  

（ご参考）前期第２四半期累計期間実績  

（平成 26 年 12 月期） 
40,292 1,562 1,534 772 119.98 

 

(3)修正の理由 

第２四半期累計期間において、主に携帯端末の販売台数が当初計画を下回ったため、売上高も前回予想を下

回る見込みです。一方、利益面では、解約率が高くなる乱売戦に巻き込まれることを避け、着実に通常の割賦
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販売に注力するとともに、新規商材である光ブロードバンドサービス関連の手数料を獲得し、また費用の効率

的な使用に努めたこと及び子会社の業績が想定を上回ったことにより、営業利益、経常利益及び四半期純利益

ともに前回予想を上回る見込みです。 

 

２． 平成 27年 12月期通期（平成 27年１月１日～平成 27年 12月 31日） 

(1)連結業績予想数値の修正 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

95,900 

百万円 

2,540 

百万円 

2,540 

百万円 

1,410 

円 銭 

219.84 

今回修正予想（Ｂ） 87,873 2,593 2,639 1,482 231.14 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △8,026 53 99 72  

増 減 率（ ％ ） △8.4％ 2.1％ 3.9％ 5.1％  

（ご参考）前期実績  

（平成 26 年 12 月期） 
91,485 2,369 2,492 1,332 207.46 

 

(2)個別業績予想数値の修正 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

91,700 

百万円 

2,400 

百万円 

2,450 

百万円 

1,350 

円 銭 

210.48 

今回修正予想（Ｂ） 83,857 2,400 2,496 1,392 217.04 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △7,842 0 46 42  

増 減 率（ ％ ） △8.6％ 0.0％ 1.9％ 3.1％  

（ご参考）前期実績  

（平成 26 年 12 月期） 
88,099 2,367 2,496 1,324 206.17 

 

(3)修正の理由 

通期につきましては、第２四半期累計期間の携帯端末の販売実績及び直近の販売動向に鑑み、当初計画の販

売台数を引き下げました。これにより、売上高は前回予想を下回る見込みです。利益面では、個別業績の営業

利益は前回予想と変わりませんが、経常利益及び当期純利益は前回予想を上回る見込みです。また、連結業績

の営業利益、経常利益及び当期純利益は、子会社の業績が寄与し、前回予想を上回る見込みです。 

 

※本資料の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社において判断した見通しであり、

実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 
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